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小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部改正新旧対照表(第1条関係） （案）

＜該当条項抜粋＞

’新 旧

（利用者負担額の決定等）

第3条（略） ~ ~ I

2市長は、利用者負担額を決定したとき、又は変更したときは、当該利用

者負担額に係る支給認定保護者 及び当該支給認定保護者

が利用する特定教育・保育施設に通知するものとする。

3~小平市立保育園条例(昭和38年条例第10号)に規定する保育園において保

育雷受けた支給認定子ども に係る支給認定保護者

は、利用者負担額(当該支給認定保護者 ~ が他の市町村の区域内

に住所を有する場合は、当該市町村が定める額)を指定された期限までに

~納入しなければならない。

、(利用者負担額の決定等）

第3条 （略）

2市長は、利用者負担額を決定したとき、又は変更したときは、当該利用

者負担額に係る教育、保育給付認定保護者及び当該教育・保育給付認定保

~謹萱が利用する特定教育･保育施設に通知するものとする。

3小平市立保育園条例(昭和38年条例第10号)に規定する保育園において保

育を受けた教育･保育給付認定子どもに係る教育d~保育給付認定保護者

は、利用者負担額(当該教育・保育給付認定保護者が他の市町村の区域内

~ に住所を有する場合は、当該市町村が定める額)を指定された期限までに

納入しなければならない。

別表(第3条関係)

~~~ 小平市立保育園等利用者負担額表~

~ 1単位；円）

別表(第3条関係）

小平市立保育園等利用者負担額表

(単位：円）

’階層区分 階層区分

保育短時間
。

問
一 ’閨 －－

利用者負担額

3歳未満児 3歳以上児

保育標準時
保育短時間

保育標準時
保育短時間

利用者負担額

曇

~ ~~

3歳以上児

保育標準時 呆育標準時
保育短時間
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帯 当該年度の市町村

民税が均等割の額

のみの世帯

4, 100

~(2,000)
§』_QQQ 4,200~6，200

(3, 100） (2, 100)

（(0)）~
(3,000）

（(0)）~
当該年度の市町村

民税が均等割の額

のみの世帯

0~6,200
～

(3, 100）

6，000

(3,000）

0~ 3

((0)）~((0)）~
｢、

O~

35,000円未満 且旦凶

(2,800）

（(0)）~ 当
一
該
一
年
一
度
一
の
一
市
一
町
一
村
一
民
一
税
一

7,500

(3,700)

（(0)）

且』_ZQQ（(0)）~ 7，700

(3,900）

（(0)）

当
一
該
一
年
一
度
一
の
一
市
一
町
一
村
一
民
一
税
一

(2,900）

（(0)）~
35,000円未満 4~Z』_型Q

(3,700）

（(0)）

0~ 0~7，700

((0)）~(3,900）

（(0)）~
4
-二

且』_§Q且

(2,800）

（(0)）

35,000円以上 5,700

~(2,900)
＆_2凶

(4, 100)

8，400

(4,200）

（(0)）

48,600円未満35,000円以上 5~8,200

~(4, 100）
0~ 0~8，400

~(4,200） ((0)）~((0)）~48,600円未満5~

48,600円以上 6，200((0)）~ （(0)）~ 6，400

(3,200）

2LZQQ9,900

(5,000）

((O))

(3, 100）

（(0)）~
60,000円未満 (4,800）

（(0)）~
48,600円以上 0~ 6~0~9，900

(5,000）

9，700

(4,800）

~
((0)）~60,000円未満6~

1

60,000円以上 22_ZQQ

(4,800）

((0)）~ （(0)）~ 9,90011，500

(5,700）

（(0)）

11，800

の~ 70,000円未満 (5,000）

（(0)）~
(5,900）

（(0)）

60,000円以上 0~
７
’11，800 11，500 O~

所
一
得
一
劃

の
一
所
一
得
一
割
一

ワ

ｊ

－

○

ワ
~l

~

8

((0)）~70,000円未満 (5,900）

~ ((o))~
(5,700)

((0)）~ 70,000円以上

89,000円未満

13，800

(6,900）

15， 100

(7,500）

（(0)）

14, 10015,400

(7, 100）

（(0)）~
(7,700)70,000円以上 8~15,400 15，100 0~ O~

｜

談

一

馴

一

の
一
額
一
が
一
右
一

９

’

89

979

((0)）~89,000円未満 ((0)）~(7,500）

（(0)）~
(7,700）

（(0)）~
~

上

満

以

未

円

円

~

０

０

０

０

０

０

９
１

．

９

７

８

９

の
一
額
一
が
一
右
一

,000円以上

,000円未満

14,700

(7,300）

16,300

(8,100）

（(0)）

15,00016，600

(7,500）(8,300）16，600

(8,300）

（(0)）

16，300

(8, 100）

（(0)）

0~ O~

（(0)）~((O))~（(0)）~Q
二

－司里'97,000円以上｜ ］7,2001 ］6,900 15，500~15，800~



97,000円以上の
一
区
一
分
一
に
一
該
一
当
一
す
一
る
一
世
一
帯
一

107,000円末 (8,600）

（(0)）

17,200 区
一
分
一
に
一
該
一
当
一
す
一
る
一
世
一
帯
一

(8,400)| (7,900)| (7,700)16，900 0~ 0~ 10~

~~~
~~

107,000円末 (8,600）

（(0)）~
(8,400） 満~10~ ((o))~ ((0)）~ （(0)）~

満~ ((0)） 107,000円以 18，800

(9,400）

18,400

~(9,200)
16，600

(8,300)

16，300

107,000円以 18，800 18，400

(9,200）

上119,000円0~ O~
皿
一 (8, 100）

（(0)）~上119,000円

未満~
、
’ (9,400）

（(0)）~
未満~ ((0)）~ ((O)) ((0)）

((0)） 119,000円以 20，000 19，600 17， 100~ 16，800

119,000円以 20,000 19，600

(9,800）

（(0)）

上131,000円0~ O~ (10,000）12~ (9,800） (8,600)

（(0)）~
(8,400）

上131,000円12~ (10,000） 未満~ ((0)）~ ((0)）~ ((0)）

未満~ ((0)） 131,000円以 21，400~ 21,000 18，600

(9,300）

~ （(0)）

18，200

131,000円以 21,400 21,000

(10,500）

上143,000円0~ 0~ (10,700）

((O))~
13~ (10,500) (9, 100）

上143,000円

未満

昭
一 (10,700） 未満~ ((0)）~ ((0)）~

((0)） ((O))~ 143,000円以

上157,000円

23,000

(11,500）

22,600 19，000~ 18，600

143,000円以 23,000

(11,500）

（(0)）

22，600 0~ 0~ 14
二三 (11,300) (9,500）

（(0)）~
(9,300）

上157,000円

未満~
14~ (11,300） 未満~ （(0)）~ ((0)） ((0)）

((0)） 157,000円以 25，000~ 24，500 19,500

(9,800）

（(0)）

19, 100I

157,000円以

上163,000円

25，000

(12,500）

((o))

24，500

(12,200）

上163,000円

未満~
0 0~ (12,500）

（(0)）

(12,200）15~ (9,500）

15~ （(0)）~ ((0)）~

未満~ ((0)）~ 163,000円以 28,400

(14,200）

（(0)）

27，900 20，000

(10,000）

（(0)）

19，600

163,000円以 28，400 27,900 上169,000円O~ O~ (13,900)16~ (9,800）

上169,000円 (14,200）16~ (13,900）

((O))

未満 ＞~ （(0)）~ （(0)）~

未満~ ((0)）~ 169,000円以| 30,000 29，400

(14,700）

20,800 20，400

(10,200）169.000円以| ~ 30,0001 29,400 上180,000円| (15,000)O~ 0~ 17~ (10,400）



~
((0)） ’ （(0)）((0)）~((0)）未満

三三三三
(14,700）(15,000)

（(0)）~
上180,000円Ⅳ

一

20，80021,200

(10,600）

（(0)）~ 180,000円以 33,000 32,400未満~

~

(10,400）(16,200)(16,500）上196,000円18~180,000円以

上196,000円

0~33,000 32，400
F

(16,200)

0~

~ ((O))((0)）~未満~ ((0)）~((0)）(16,500）

（(0)）

18~

21,200未満~ 21，600

(10,800)

（(0)）

((0)） 196,000円以 ~ 35，600

~(17,800)
34,900

(10,600）(17,400）上215,000円19~196,000円以 34,900 0 0~35，600

((0)）~未満~ ((0)）((o))~(17,800） (17,400）

（(0)）

上215,000円19~

~
~

22，000未満~ 22，400

(11,200）

（(0)）

((0)） 215,000円以 39，000 38,300

~~~
(11,000）(19, 100)(19,500）

~ （(0)）
上250,000円20~215,000円以

上250,000円

未満

0~38，300 0~39，000

(19,500） ((O))未満~ ((0)）~(19,100)

（(0)）

20~

23，70044，200

(22,100)

（(0)）

((0)） 250,000円以

上301,000円

24,20045,000
｡

(11,800）

（(0)）~
(12,100）(22,500)250,000円以 21~45,000 44,200 0~ 0~

未満~ ((0)）~((0)）~上301,000円 (22,500） (22, 100)21~

未満~ 25，500((0)） ((o)) 26，000301,000円以

上397,000円

49,000 48, 100

(12,700）(13,000）

（(0)）

(24,000）(24,500）

（(0)）

301,000円以 22~49,000 0~ 048， 100

（(0)）~未満~ ((0)）~上397,000円 (24,500） (24,000)22~

未満~ ((0)） ((0)） 26，500397,000円以 51, 100 27,000

(13,500）

52，000

(26,000） (13,200）(25,500)

（(0)）~
上~397,000円以 52，000 O~51， 100 0~ 23~

’
（(0)）~((0)）

Ｌ
一
一 （(0)）~(26,000）

（(0)）

(25,500)

（(0)）

、甸

乙O~
~~

備考~

この表は、月の初日に在籍する支給認定王ども(第3条第2項に規定す備考~
１

る支給認定保護者に係る支給認定子どもに限る。以下同じ。 ）に適困この表は、月の初日に在籍する教育・保育給付認定子ども(第3条第2１
－

、



項に規定する教育･保育給付認定保護者に係る教育・保育給付認定子 ~する。~~

どもに限る。以下同じ。 ）に適用する。 この表における｢3歳未満児｣ とは､保育が行われた日の属する年度2~

この表における「3歳未満児」 とは、保育が行われた日の属する年度2~ の初日の前日において3歳に達して1,,ない支給認定子どもをいう 0
へ

Q
Jの初日の前日にお込て3歳に達していない教育・保育給付認定子ども この表における「3歳以上児」 とは、保育が行われた日の属する年度

をいう。 の初日の前日において3歳に達している支給認定子どもをいう｡

この表における「3歳以上児」 とは、保育が行われた日の属する年度
の

O~ この表における「保育標準時間」とは、法第20条第3項の規定により4~

の初日の前日において3歳に達している教育・保育給付認定子どもを 認定が行われた保育必要量(備考5において同じ。 ~)が、 1月当たり平均

いう。 275時間まで(1日当たり11時間までに限る。 ）のものをいう。

この表における「保育標準時閏｣とは、法第20条第3項の規定により4~ ｢保育短時間」この表における 保育必要量が、 1月当たり平均5~ とは、

認定が行われた保育必要量(備考5において同じ。 ）が、 1月当たり平均 200時間まで(1日当たり8時間までに限る。 ）のものをいう。

6当該年度の市町村民税の所得割の額が57,~700円(支給認定保護者又は

当該支給認定保護者と同一の世帯に属する者が要保護者等(子ども~．

275時間まで(1日当たり11時間までに限る。 ）のものをいう。

この表における「保育短時間」 とは、保育必要量が、 1月当たり平均5

200時間まで(1日当たり8時間までに限るp )のものをいう。 子育て支援法施行令(平成26年政令第213号。以下「政令」 という。 ）

第4条第4項に規定する要保護者等をいう。以下同じ。 ）に該当する場

合は、 77, 101円)以上の世帯で、同一世帯にこの表の規定の適用とな

る支給認定子どもを含む負担額算定基準子ども(政令第14条に規定す

る負担額算定基準子どもをいい､~小学校(義務教育学校の前期課程を

含む。 ）の第1学年から第3学年までに在学する子どもを除く。以下同

6 同一世帯にこの表の規定の適用となる満3歳未満保育認定子ども(子

ども・子育て支援法施行令(平成26年政令第213号。以下「政令」 とい

う。 ）第4条第2項に規定する満3歳未満保育認定子どもをいう。以下同

じ。 ）を含む教育・保育給付認定保護者に係る特定被監護者等(政令第

14条に規定する特定被監護者等をいう。以下同じ。 ）がいる場合にお

いて、次の表の左欄に掲げる満3歳未満保育認定子どもについては、

同表の右欄に掲げる額を当該満3歳未満保育認定子どもに係る教育．

l些旦)がいる場合においてェ次の表の左欄に掲げる支給認定子どもに

ついては、同表の右欄に掲げる額を当該支給認定子どもに係る支給認

保育給付認定保護者の利用者負担額とする。 定保護者の利用者負担額とする。



小平市立保育園等利用者負担領表ア最年長負担額算定基準小学校

就学前子ども(政令第14条第1号

イに規定する最年長負担額算定イに規定す

小平市立保育園等利用者負担額表

に定める額 一

ア教育・保育給付認定保護者に

係る特定被監護者等のうち最年

長の特定被監護者等である満3

歳未満保育認定子ども

に定める額

基準小学校就学前子どもをい

う。以下同じ。 ）である支給認定

子ども．

小平市立保育園等利用者負担額表イ特定被監護者等が2人以上い

る場合の教育・保育給付認定保

護者に係る満3歳未満保育認定

子ども(政令第14条第1号イ及び

の（ ）内の額

小平市立保育園等利用者負担額表イ負担額算定基準小学校就学前

子ども(政令第14条第1号ロに規
言需

の（ ）内の額

定する負担額算定基準小学校就ロに規定する満3歳未満保育認

学前子どもをいう｡以下同じ｡）定子どもに限る。 ）

である支給認定子ども小平市立保育園等利用者負担額表ウア及びイ以外の満3歳未満保

~育認定子ども 小平市立保育園等利用者負担額表担額算定基ア及びイ以外の負ウ~の(~（ ））内の額

の(（ ‐ ))内の額準子どもである支給認定子ども当該年度の市町村民税の所得割の額が77, 101円未満の世帯で、教７
’

当該年度の市町村民税の所得割の額が77, 101円未満の世帯で、支給育？保育給付認定保護者又は当該教育・保育給付認定保護者と同一の 7
~l~

認定保護者又は当該支給認定保護者と同一の世帯に属する者が要保護世帯に属する者が要保護者等(政令第4条第2項第6号に規定する要保護

者等に該当する場合において唾小平市立保育園等利用者負担額表の者等をいう。 ）に該当する場合においては、備考6の表の左欄のアに掲

)内の額を当該支給認定子どもに係る支給認定保護者(Q利用者負担げる満3歳未満保育認定子どもについては小平市立保育園等利用者負 （

~ただし、備考9の表の左欄に掲げる支給認定子どもについ

~~

担額表の（ ）内の額を、備考6の表の左欄のイに掲げる満3歳未満保育 額とする6

ては、この限りでない認定子どもについては小平市立保育園等利用者負担額表の(（ ）)内の

備考7の場合におけるこの表の8の項の規定の適用については、同項額を当該満3歳未満保育認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者 8~

中「7, 1001 とあり、及び「6,900」 ~とあるのは、 「6,000」 とする。の利用者負担額とする

当該年度の市町村民税の所得割の額が57,700円(室給認定保護者この表における｢均等割の額」 とは､地方税法(昭和25年法律第226 9~8~



号)第292条第1項第1号に規定する均等割の額をいい、 「所得割の額」 又は当該支給認定保護者と同一の世帯に属する者が要保護者等に該当

とは、同項第2号に規定する所得割(この所得割を計算する場合には、 する場合は、 77, 101円)未満の世帯で、同一世帯にこの表の規定の適

同法第314条の7、第314条の8及び第314条の9並びに同法附則第5条第3 用となる支給認定子どもを含む支給認定保護者に係る特定被監護者等

望1第5条の4第6項、第5条の4の2第6項､ ~第5条の5第2項、第7条の2第 (政令第14条の2に規定する特定被監護者等をいう。以下同じ。 ）が2人

4項及び第5項、第7条の3第2項並びに第45条の規定は、適用しないも 以上いる場合において、次の表の左欄に掲げる支給認定子ども

のとする。 ）の額をいう。 については､同表の右欄に掲げる額を当該支給認定子どもに係る支給

なお、地方税法第323条に規定する市町村民税の減免があった場合 認定保護者の利用者負担額とする。

には、その額を所得割の額又は均等割の額から順次控除して得た額を アェ支給認定保護者に係る特定被監護

者等のうち小学校就学前子ども以外

のものが1人である場合における最

小平市立保育園等利用者負担

所得割の額又は均等割の額とする。 額表の（ ）内の額

4月1日から8月31日までの間に行われる保育に係る利用者負担額を決9~
~

定する場合において「当該年度の市町村民税｣ と~あるのは、 「前年度 年長負担額算定基準小学校就学前子

の市町村民税」 と読み替える。 どもである支給認定子ども又は支どもである支給認定子ども又は支給

認定保護者に係る全ての特定被監護 ~ ’教育・保育給付認定保護者又は当該教育・保育給付認定保護者と同10~

－の世帯に属する者が地方税法第292条第1項第11号イ中「夫と死別 者等が小学校就学前子どもの場合に

~おける負担額算定基準小学校就学前し、若しくは夫と離婚した後婚姻をしていない者又は夫の生死の明ら

かでない者で政令で定めるもの」 子どもである支給認定子どもとあるのを「婚姻によらないで母と

なった女子であって、現に婚姻(届出をしていないが、事実上婚姻関 イ支給認定保護者に係る特定被監護

者等のうち小学校就学前子ども以外

小平市立保育園等利用者負担

住と同様の事情にある場合を含む。 ）をしていないもの」 と読み替え 額表の（（ ）)内の額

た場合に同号イに該当する者又は同項第12号中「妻と死別し、若しく のものが2人以上いる場合における

は妻と離婚した後婚姻をしていない者又は妻の生死の明らかでない者 最年長負担額算定基準小学校就学前

~子どもである支給認定子ども、支給重政令で定めるもの」 とあるのを「婚姻によらないで父となった男子

であって、現に婚姻(届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の 認定保護者に係る特定被監護者等の



うち小学校就学前子ども以外のもの事情にある場合を含む。）をし工いないもの」 と読み替えた場合に同

がいる場合における負担額算定基準

小学校就学前子どもである支給認定

子ども又は負担額算定基準子ども

号に該当する者であるときは、当該教育・保育給付認定保護者の盟壼

により、 これらの者の前年の合計所得金額(同法第292条第1項第13号

に規定する合計所得金額をいう6以下同じ。 ）が125万円以下である者

(最年長負担額算定基準小学校就学

前子ども及び負担額算定基準小学校

就学前子どもを除く。 ）である支給

認定子ども

に限り、同法第295条第1項の規定により市町村民税が課されないこと

となる者とする。

当該教育・保育給付認定保護者備考10に規定する場合におL,ては、皿
一

の申請により、当該教育・保育絵付認定保護者又は当該教育・保育給

小平市立保育園等利用者負担

額表の(（ ）)内の額~

ウ支給認定保護者又は当該支給認定

~保護者と同一の世帯に属する者が要
付認定保護者と同一の世帯に属する者の前年の合計所得金額が125五

円を超える者に限り、 ~地方税法第314条の2第1項第8号に規定する額

保護者等に該当する場合におけるア

の支給認定子ども

(これらの者が同法第292条第1項第11号イ屯「夫と死別し、若しくは

夫と離婚した後婚姻をしていない者又は夫の生死の明らかでない者で~

この表における「均等割の額」とは、地方税法(昭和25年法律第226､で母となった女子でとあるのを「婚姻によらなし政令で定めるもの」 10~

号)第292条第1項第1号に短定する均等割の額をいい、 「所得割の額」あって、現に婚姻(届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事

とはく同項第2号に規定する所得割(この所得割を計算する場合には、読み替えた場合に同法情にある場合を含む。 ）をレエいないもの」 と

同法第314条の7、第314条の8及び第314条の9並びに同法附則第5条第3第314条の2第3項に該当する者であるときは、同項に規定する額)に同
ク

項、第5条の4第6項、第5条の4の2第6項､第5条の5第2項、第7条の2第法第314条の3第1項に規定する率を乗じて得た額を控除して所得割の

4項及び第5項、第7条の3第2項並びに第45条の規定は、適用しないも額を算定するものとする。

教育・保育給付認定保護者又は当該教育・保育給付認定保護者と同 )の額をいう。のとする。12

なお、地方税法第323条に規定する市町村民税の減免があった場合一の世帯に属する者が市町村民税の賦課期日において指定都市(地方

’
には、その額を所得割の額又は均等割の額から順次控除して得た額を自治法(昭和22年法律第67号)第252条の19第1項の指定都市をいう。以

所得割の額又は均等割の額と式乙里下同じ。 ）の区域内に住所を有する者(地方税法第737条の2第1項の規



定により指定都市の区域内に住所を有した者とみなされる者を含 4月1日から8月31日までの間に行われる保育に係る利用者負担額を ~
、
’

むQ ）であるときは、 これらの者を小平市の区域内に住所を有する者 決定する場合において「当該年度の市町村民税」 とあるのは、 「前年

とみなして所得割の額を算定するものとする。 ~度の市町村民税」 と読み替える。

12支給認定保護者又は当該支給認定保護者と同一の世帯に属する者が

地方税法第292条第1項第11号イ中「夫と死別し、若しくは夫と離婚し

た後婚姻をしていない者又は夫の生死の明らかでない者で政令で定め

るもの」 とあるのを「婚姻によらないで母となった女子であって、現

に婚姻(届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある場~

合を含む。 ）をしていないもの」 と読み替えた場合に同号イに該当す

る者又は同項第12号中「妻と死別し、若し~くは妻と離婚した後婚姻を

していない者又は妻の生死の明らかでない者で政令で定めるもの」 と~

あるのを「婚姻によらないで父となった男子であって、現に婚姻(届

出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある場合を含

む。 ）をしていないもの」 と読み替えた場合に同号に該当する者であ

るときは、 当該支給認定保護者の申請により、 これらの者の前年の合

計所得金額(同法第292条第1項第13号に規定する合計所得金額をい

う。以下同じ。 ）が125万円以下である者に限り、同法第295条第1項の

規定により市町村民税が課されないこととなる者とする。

備考12に規定する場合においては、当該支給認定保護者の申請によ13~

り、当該支給認認定保護者又は当該支給認定保護者と同一の世帯に属す

る者の前年の合計所得金額が125万円を超える者に限り、地方税法第

314条の2第1項第8号に規定する額(これらの者が同法第292条第1項第

ﾉ



11号イ中「夫と死別し、若しくは夫と離婚した後婚姻をしていない者

又は夫の生死の明らかでない者で政令で定めるもの」 とあるのを「婚

姻によらないで母となった女子であって、現に婚姻(届出をしていな

いが、事実上婚姻関係と同様の事情にある場合を含む。 ）をしていな

いもの」 と読み替えた場合に同法第314条の2第3項に該当する者であ

るときは、同項に規定する額)に同法第314条の3第1項に規定する率を

乗じて得た額を控除して所得割の額を算定するものとする。

14支給認定保護者又は当該支給認定保護者と同一の世帯に属する者が

市町村民税の賦課期日において指定都市(地方自治法(昭和22年法律第

67号)第252条の19第1項の指定都市をいう。以下同じ｡~ ）の区域内に住

所を有する者(地方税法第737条の2第1項の規定により指定都市の区域

内に住所を有した者とみなされる者を含む。 ）であるときは、これら

の者を小平市の区域内に住所を有する者とみなして所得割の額を算定

するものとする。

小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部改正新旧対照表(第2条関係）

＜該当条項抜粋＞

新 旧

別表(第3条関係）別表(第3条関係）

小平市立保育園等利用者負担額表小平市立保育園等利用者負担額表

(単位：円）(単位：円）



一

利用者負担額 利用者負担額

~~~~3歳以上児~~~~~3歳未満児 3歳未満児 3歳以上児階層区分 階層区分

保育標準 保育標準時 保育標準時 保育標準時
保育短時間 保育短時間 保育短時間 保育短時間

時間~ 間~ 間~ 間~

’
0~生活保護法(昭和 O~ 0~ 生活保護法(昭和0~ 0~ 0~ 0~ 0~

25年法律第144号） 25年法律第144号）

~
による被保護世帯

（単給世帯を含

一
全

~|~による被保護世帯

(単給世帯を含

む。 ）、中国残留

邦人等の円滑な帰

む。 ）、中国残留

~ ~~ ~ ~’
4

邦人等の円滑な帰
１

国の促進並びに永
~

国の促進並びに永

住帰国した中国残住帰国した中国残

~
死

留邦人等及び特定 留邦人等及び特定
１
’

１

~配偶者の自立の支 配偶者の自立の支

~’援に関する法律 援に関する法律

~~ 、
ｊ
《

(平成6年法律第30

号)による支援給

(平成6年法律第30

号）による支援給

付受給世帯及び教 付受給世帯及び教

育・保育給付認定 育・保育給付認定

~保護者が児童福祉

L

保護者が児童福祉

、

〃

法(昭和22年法律 法(昭和22年法律
』

第164号)第6条の4 第164号)第6条の4 ｜ ~



に規定する里親で
~

ある世帯ある世帯

の市町村 0~当該年度 0~0~当該年度の市町村 0~0~0~O~ O~

民税が非課税の世民税が非課税の世 2~ワ
ニ

~~
~帯~帯~

0当該年度の市町村 0~当該年度の市町村 6，200

(3,100）

（(0)）

6，000

~(3,000）
0~塾_塑旦

(1,200)

0~2，500

~~~
民税が均等割の額民税が均等割の額 (1,200）

（(0)）~
n

･~3~

のみの世帯 ((0)）~のみの世帯 ((0)）

35,000円未満 0~7,500 O~。｣冬
三35,000円未満 7，700

(3｝900）

当
一
該
一
年
一
度
一
の
一
市
一
町
一
村
一
民
一
税
一
の
一
所
一
得
一

00~4，500

(2,200）

4,400

(3,700)

（(0)）~
該
一
年
一
度
一
~
の
一
市
一
町
一
村
一
民
一
税
一
の
一
所
一
得
一

(2,200） 44

((o))~((0)） ((0)）~

~
~

0~35,000円以上 0~8，200

~(4,100）
35,000円以上 8,4000~6， 100

(3,000）

（(0)）

0~6,300

48j600円未満 (4,200）

（(0)）~
48,600円未満 (3, 100） 55~

((0)）((0)）

O~48,600円以上 0~9，700~48,600円以上 9,900

~(5,000)
0~7，900

(3,900）

0~8， 100

~(4,000)

~~
60,000円未満 (4,800）

（(0)）~
57,700円未満 6~6~

((o))((0)）((O))

60,000円以上 0~ 0~57,700円以上 11，500

(5,700）

（(0)）

0~ 11,8002坐@匹

(4,800）

~((0)）

0~9,800

70,000円未満65,000円未満 (4,900） (5,900）ワ
l

ワ

ィ

((0)）~ （(0)）~

0~65,000円以上’ 11，500 0~ 0~ 70,000円以上11,300

(5,600） | ,淵
0~15，400

(7,700)劃'89,000円未満劃'77, 101円未満’ （5,700）8~ 8~



’((O))~ ((0)）の
一
額
一
が
一
右
一
の
一
区
一
分
一
に
一
該
一
当
一
す
一
る
一
世
一
帯

((0）~ ((0)）の
一
額
一
が
一
右
一
の
一
区
一

77, 101円以上 13，200

~(6,600）
12,900 0~ 0~ 89,000円以上 16,600 16,300 O~ 0~

89,000円未満Q
二 (6,400）

（(0)）~
97,000円未満 (8,300）9~ (8,100）

~ （(0)）~（(0)）~ ((0)）~

89,000円以上 14，800

(7,400）

14，500 0~ 0 97,000円以上 17，200

(＆600）

16，900

~(8,400）
0~ O~

10~
97,000円未満 (7,200）

（(0)）

107,000円末10~

分~((0)）~ 満~
1

((0)）~ ((0)）

~~~
に
一
該
一
当
一
す
一
る
一
世
一
帯
一

97,000円以上 16，400

(8,200）

16， 100 0 107,000円以

上~ 119,000円

0 18，800

(9,400）

18，400 O 0~

107,000円末
、
’ (8,000) ｕ

’ (9,200)
~

満~ ((0)）~ 未満~（(0)）~ （(0)）~ ((0)）~

107,000円以 18， 100

(9,000）

17,700

~(8,800）
0 119,000円以

上131,000円

0~ 20，000

(10,000)

19，600 0 O~

上119,000円12~ 12~ (9,800）

未満~ ((0)）~ ((O)) 未満~ ((0)）~ ((0)）~

~~
119,000円以

_E131,000円

19,700

(9,800）

19，300 O~ 131,000円以0~
~

21，400

(10;700)

21，000 0~ 0~

13~ (9,600）

（(0)）

上143,000円13 (10,500)

未満~ （(0)）~ 未満~
一

((0)） ((0)）~

~
131,000円以 21，300 20，900 0 143,000円以0~ 23，000 22，600 0~ 0~

上143,000円 (10,600）14~ (10,400)

（(0)）~
上157,000円14~ (11,500) (11,300)

未満~ （(0)）~ 未満~ ((0)） ((0)）

157,000円以

上163,000円

143,000円以 22，900

(11,400）

22，500

(11,200）

0~ 0~ 25，000~ 24,500

(12,200)

~ ((0)）

0~ 0

上157,000円15
(12,500)

（(0)）

15

未満~ ((0)） ’ （(0)） 未満~
~



0~0~163,000円以

上169,000円

28,400

(14,200）

((O))

27，900157,000円以 0~24，900 24,400 0~

(13,900）

（(0)）~
(12,200)(12,400）

((o))~
16~上163,000円16~

未満~((0)）未満~
~

00~29，400169,000円以 30,000

(15,000）

0~163,000円以 027,00027,500

(13,700）

（(0)）

(14,700）上180,000円17~(13,500）上169,000円17~

((0)）((0)）~未満~未満~ ((O))
０

’

0180,000円以 32,400

(16,200)

033，000

(16,500)

（(0)）

0~169,000円以 29，400

(14,700）

（(0)）

0~30，000

上196,000円

未満~
18~上180,000円 (15,000）18~

((0)）~未満~ （(0)）~

0O~34，900

(17,400）

196,000円以

上215,000円

未満

35,600

(17,800）

（(0)）

0~180,000円以

上196,000円

未満

0~33，900

(16,900）

33,300

(16,600） 1919~

((0)）~((0)） ((0)）~

0~038，300215,000円以

上250,000円

39,0000~196,000円以

上215,000円

未満

37,500 36,800

(18,400）

（(0)）

O~

(19, 100）

（(0)）~
(19,500)20~(18,700）20~

未満~ ((0)）（(0)）~

O~ 0~250,000円以 44,20045，000215,000円以 0~41，300

(20,600)

40，500 0

(22,100)(22,500)上301,000円

未満~
(20,200）

､ （(0)）

21上250,000円

未満~
21~

~
((o))~((0)）~((O))

0~以

円

円

叩ｎ
Ｕ

ｎ

Ｕ

７

．

八

叩

〕

ワ

ー

（

ｍ

Ｕ

（

ｕ

〉

Ｌ

３

満

訓

上

未

0~49，000 48,100250,000円以

上270,000円

45,200~ O~ 0~46,000

(24,500）(24,500）

（(0)）

(22,600）

（(0)）~
(23,000）

((o))~
2222

~((0)）~未満~ 11
1

b97,000円以上 ’0~51， 100 0~52，000270,000円以 ~ 48，000 47,100 0~ 0



上301,000円 (24,000) | (23,500)

未満 ~ ~ （(0)） （(0)） ’
23~ (26,000)I (25,500)

（(0)）~ ((0)）

301,000円以 52,000

(26,000）

備考 （略）51, 100 0~ 0~

上330,000円24~ (25,500）

（(0)）~未満~ ((0)）~

330,000円以

上397,000円

未満

54,000 53,000

(26;500)

0~ 0~

(27,000)
nrー

‘O~

((0)）~ （(0)）~

397,000円以 57，000 56,.000 0~ 0~

上517,000円 (28,500）26~ (28,000）

未満~ ((O)) ((0)）

517,000円以 58，900 57，800 0~ 0~

上~
Oワ

△J~ (29,400） (28,900）

((O))~ ((0)）

備考 （略）

小平市特定保育所の保育料に関する条例の一部改正新旧対照表(第3条関係） （案）

＜該当条項抜粋＞

’ ~ 口
新 旧

~

(保育料の決定等） (保育料の決定等）



第3条~保育料は、小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例(平成26年

条例第29号)別表に定める額とする。この場合において、同表(備考6， 7及

び9を除く。 ）中「小平市立保育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市

特定保育所保育料金額表」 と、同表階層区分の項中「利用者負担額」 とあ

るのは「保育料｜ と、同表備考1中「支給認定子ども（ ~~ 第3条第2

第3条保育料は、小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例(平成26年

条例第29号)別表に定める額とする。 この場合において、同表(備考6及び7

を 除く。 ）中「小平市立保育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市

特定保育所保育料金額表」 と、同表階層区分の項中「利用者負担額」とあ

3条第2 1 るのは「保育料」 と、同表備考1中教育・保育給付認定子ども(第るのは「保育料」 と、同表備考1中「

支給認定子どもにに係る支給認定保護者項に規定する

~ 限る。以下

も

以下

教育・保育給付認定子ども教育・保育給付認定保護者に係る項に規定する

に限る。以下~に限る。以下 同じ。 ）」 とあり、並びに同表備考2及び3中「支給認定子ど

~ ~」 とあるのは「保育認定子ども」 と、同表備考6， 7及び9中

同じ。 ）」 とあり、並びに同表備考2及び3中「教育・保育給

付認定子ども」 とあるのは「保育認定子ど:も」 と、同表備考6及び7中

｢利用者負担額

手負担額表｜ と

のは~｢保育 定子ども」 と、とある 認｢支給認定子ども」｢利用者負担額

と」 とあるのは「保育料と」 と､~ 「小平市立保育園等利用者負担額表」 と

あるのは「小平市特定保育所保育料金額表」 と、同表備考11中「利用者負

と」 とあるのは「保育料と｣~ と、 「小平市立保育園等利用者負担額表」 と

あるのは「小平市特定保育所保育料金額表」 と、伺表備考9中「利用者負

担額」 とあるのは「保育料」 と読み替えるものとする。 担額」 とあるのは「保育料」 と読み替えるものとする。

2市長は、保育料を決定したとき、又は変更したときは、保育認定子ども 2市長は、保育料を決定したとき、又は変更したときは、保育認定子ども

の支給認定保護者 ~ 又は扶養義務者に通知するものとする。又は扶養義務者に通知するものとする。の教育・保育給付認定保護者

「

小平市保育措置費徴収条例の一部改正新旧対照表(第4条関係） （案）

＜該当条項抜粋＞

旧新

（費用の額の決定等） ~

第3条前条の規定により徴収する費用の額は、小平市立保育園等の利用者

負担額に関する条例(平成26年条例第29号)別表に定める額(当該額が措置

（費用の額の決定等）

第3条前条の規定により徴収する費用の額は、小平市立保育園等の利用者

負担額に関する条例(平成26年条例第29号)別表に定める額(当該額が措置
6



に要する費用の額(法第52条の規定により支弁をすることを要しないとさ

れた額があるときは、当該措置に要する費用の額から当該支弁をすること

を要しないとされた額を減じた額)を上回る場合には、当該措置に要する

費用の額)とする。 この場合において、同表(備考6及び7を 除く。 ）中「

小平市立保育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市保育措置費用徴収

金額表」 と、同表階層区分の項中「利用者負担額」 とあるのは｢徴収金額

に要する費用の額(法第52条の規定により支弁をすることを要しないとさ

れた額があるときは、当該措置に要する費用の額から当該支弁をすること

を要しないとされた額を減じた額)を上回る場合には、当該措置に要する

費用の額)とする。 ~この場合において、同表(備考6， 7及び9を除く。 ）中「

小平市立保育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市保育措置費用徴収

金額表」 と、同表階層区分の項中「利用者負担額」 とあるのは~｢徴収金額

」と、同表備考1中 ｢教育・保育給付認定子ども(第3条第2項に規定する教~ 」 と、同表備考1中 ｢支給認定子ども（ 第3条第2項に規定する支~~

育 ･保育給付認定保護者に係る教育 ･保育給付認定子どもに限る。 給認定保護者に以下同 る支給認定子どもに係 限る。以下同

」
じ。 ）」 とあり、並びに同表備考2及び3中「教育 ･保育給付認定子ども」 じ。 ）」 とあり、並びに同表備考2及び3中「支給認定子ども

とあるのは「児童」 と、同表備考4中「法」 とあるのは､｢子ども・子育て とあるのは「児童」 と、同表備考4中「法」 とあるのは「子ども・子育て

支援法(平成24年法律第65号)」 と、同表備考6中「満3歳未満保育認定子ど 支援法(平成24年法律第65号)」 と、同表備考6

者

｢支給認定保護、 7及び9中

も(子ども．子育て支援法施行令(平成26年政令第213号。以下「政令」 と

いう。 ）第4条第2項に規定する満3歳未満保育認定子どもをいう。以下同じ

。 ）」 とあるのは「満3歳未満の児童(満3歳に達する日以後の最初の3月31

日までの間にある者を含む。以下同じ。 ）」 と、 「教育 保育給付認定保

護者」 とあるのは「保護者」 と、 「~ 政令」 とあるのは「子ども・子育て支 －=－」 とあるのは「保護者｣~ と、 「支給認定子ども」 とあるのは「児童

援法施行令(平成26年政令第213号。 備考7において「政令」 という。 ）」 と

、 「満3歳未満保育認定子どもに」 とあるのは [満3歳未満の児童に」 と、 」 と、

｢利用者負担額と」とあるのは「徴収金額と」と、 「である満3歳未満保 ｢利用者負担額と」 とあるのは「徴収金額と」 と、 「

育認定子ども」とあるのは「である満3歳未満の児童」 と、 「小平市立保

金額表」 と

~ 小平市立保

育園等利用者負担額表｣ ~とあるのは「小平市保育措置費用徴収金額表」 と育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市保育措置費用徴収金額表」

「係る満3歳未満保育認定子ども(政令第14条第1号イ及びロに規定する 同表備考11、

、



満3歳未満保育認定子どもに限る。 ）」 とあるのは「係る満3歳未満の児童（

特別被監護者等のうち小学校就学前の児童以外の者が1人のみである場合

における児童のうち最年長である満3歳未満の児童及び全ての特定被監護

者等が小学校就学前の児童の場合における2番目の年長者である満3歳未満

｢の満3歳未満保育認定子ども」 とあるのは「の満の児童に限る。 )」 と

3歳未満の児童」 と、同表備考7中「教育・保育給付認定保護者」 とあるの

は「保護者」 と、 「満3歳未満保育認定子ども」 とあるのは「満3歳未満の~

児童」 と、 「小平市立保育園等利用者負担額表」 とあるのは「小平市保育

措置費用徴収金額表」 と、 「利用者負担額と」 とあるのは「徴収金額と」

中「利用者負担額」 とあるのは「徴収金額」と読み替と、同表備考9中「利用者負担額」 とあるのは「徴収金額」 と、同表備考1

0， 11及び12中「教育・保育認定保護者」 とあるのは「保護者」 と読み替
淫

える

ものとする。えるものとする。~

2 （略）2 （略）

~~



~小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部改正新旧対照表(第1条関係）

＜該当条項抜粋＞

新 旧

（利用者負担額の決定等）

第3条 （略）

2市長は、利用者負担額を決定したとき、又は変更したときは、当該利用

者負担額に係る支給認定保護者 及び当該支給認定保護者

が利用する特定教育・保育施設に通知するものとする。

（利用者負担額の決定等）

第3条 （略） ~

2市長は、利用者負担額を決定したとき、又は変更したときは、当該利用

者負担額に係る教育・保育給付認定保護者及び当該教育・保育給付認定保

護者が利用する特定教育・保育施設に通知するものとする｡~

3小平市立保育園条例(昭和38年条例第10号)に規定する保育園において保

育を受けた教育・保育給付認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者

3小平市立保育園条例(昭和38年条例第10号)に規定する保育園において保

育を受けた支給認定子ども に係る支給認定保護者~

は、利用者負担額(当該支給認定保護者 が他の市町村の区域内

に住所を有する場合は、当該市町村が定める額)を指定された期限までに

納入しなければならない。

は、利用者負担額(当該教育・保育給付認定保護者が他の市町村の区域内

に住所を有する場合は、当該市町村が定める額)を指定された期限までに

納入しなければならない。

別表(第3条関係） 別表(第3条関係）

小平市立保育園等利用者負担額表小平市立保育園等利用者負担額表

(単位：円）(単位：円）

階層区分 階層区分

~’ |園間~間~
日日

1日」~ ~ ’

~ 利用者負担額

3歳未満児 ~ 3歳以上児

保育標準時
保育短時間

杲育標準時
』

保育短時間

利用者負担額

3歳未満児 ~ 3歳以上児

保育標準時
保育短時間

保育標準時
保育短時間
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心 一 卯 訟 甥 器 剰 訟 Ｓ 拝

閉 紺 蒔 秘 識 岸 に 叩 ）

丙 片 が 欝 詣 聯 降 兼

（ 慨 蔀 砕 韮 齢 叫

時 ． ） ／ 骨 圃 醗 聰

葵 戸 柵 Ｓ 田 茄 舜 蔀

圃 Ｓ 雨 勝 時 ｑ 丙 労

南 罰 圃 Ｆ 計 丑 圃 潮

咽 對 湯 棚 淘 勇 輔 冊

罰 粛 坤 Ｓ 皿 腓 Ｓ 淵

賄 育 認 斗 が 蒔 彌

（ Ｈ 乳 の 紺 諦 弼 識 ｇ

叩 ） 丙 貯 が 刈 瀬 詳

弐 獺 訴 砕 誰 河 員 蝉

叫 ・ 索 叫 訴 ヰ 鋤 冊

荊 聯 雌 勃 詞 脚 調 岸

蒔 （ 吊 苔 圏 紺 蒔 彌

識 〕 鼠 叩 ） 識 の 粉 Ｓ 吟

丙 滋 研 斗 が 細 溌 。

ヰ 獺 訴 砕 誰 河 員 蝉

叫 ・ 索 叫 訴 ヰ 鋤 冊

荊 聯 雌 勃 詞 脚 調 岸

蒔 （ 吊 苔 圏 紺 蒔 彌

識 〕 鼠 叩 ） 識 の 粉 Ｓ 吟

丙 滋 研 斗 が 細 溌 酬

肝 煎 飛 聯 蒔 （ 品 曽

鵠 紺 蒔 秘 耕 岸 に 叩 ）

丙 片 が 欝 詣 聯 降 兼

（ 慨 詐 砕 韮 齢 叫

時 ． ） ／ 骨 圃 醗 聰

葵 戸 柵 Ｓ 田 茄 舜 蔀

田 Ｓ 南 縢 時 ｑ 丙 労

計 が 陣 蕪

脹 灘 紺 岡 Ｓ 計 耳 靴
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汽 片 が 欝 痴 聯 陣 誰

（ 慨 訴 痒 琳 酎 叫

時 。 〆 丑 圃 潮 瑚

苫 〆 蛎 Ｓ 田 爺 井 莉

画 Ｓ 南 鮮 蒔 勇 丙 契

南 諏 圃 や 計 丹 圃 潮

瑠 葵 戸 僻 淘 勇 輔 研

罰 雨 坤 Ｓ ｍ 腓 ｓ 刈

瀬 丙 囲 叫 び 諦 荊

（ 制 野 ① 紺 蒔 輔 識 呂

叩 ） 丙 汁 が 淵 瀬 誌

毒 服 訴 陣 誰 淘 勇 刈

誌 鼬 研 痴 聯 坤 強 記
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